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Kazuya KOBAYASHI: Macrostomidae (Platyhelminthes, Macrostomida) from Japan: Description of two 






棲マクロストマム Macrostomum lignano は、プラナリアのもつ再生能力に加えて、圧倒的に少ない細
胞数（約 2 万 5 千個）、圧倒的に短いライフサイクル（約 20 日間）という特徴を持っている（Ladurner 














１） 海砂・泥の採取  
 海砂・泥の採取は、Table.1 の 4 カ所 12 地点で行なった。一般に、海水棲マクロストマムは汽水
や泥地を好むものが多いことが知られていたので、採取地としてなるべく河口付近や干潮時の泥地を
選んだ。各地点の表面約 1 cm の海砂・泥を手で掻き取った。採取した海砂・泥はビニール袋に入
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れ、保冷しながら運搬し、下述の海水氷法に用いた。 
 
２） 海水氷法  
 径 160 µm のナイロンメッシュを貼った直径 9.5 cm、高さ 16.0 cm のプラスチック製の円筒を用
意した。直径約 10 cm のシャーレやビーカーに比重 1.023 に調整した人工海水（ロートマリン、
REI-SEA）を満たし、その上に金網をのせ、金網の上に、円筒のナイロンメッシュ側を底にして
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３） 飼育方法  
 飼育方法は、海砂・泥の採取地の環境を考慮し、ヨーロッパ種 M. lignano の条件を基本として
決定した（Ladurner et al., 2005; Egger et al., 2007）。海水は人工海水を用い、飼育温度は 20 ˚C とし
た。餌には珪藻を与えた。1 週間に一度、人工海水の交換および珪藻の添加を行なった。珪藻培
養液は以下の手順で作製した。600 mL 人工海水、1 mL 溶液 A（100 mL に 20 g Sodium nitrate, 1 g 
Sodium ß-glycerophosphate, 1 g EDTA-Fe, 6 g Clewat 32, 10 g Tris, 20 mg Vitamin B12 を溶解し塩酸で
pH 7.0 に調整した。）、2.5 mL 溶液 B（500 mL に 7 g Sodium silicate を溶解した。）を混合したあと、
純水で 1000 mL までメスアップした。珪藻培養液に珪藻を入れて蛍光灯下、エアレーションを施
し室温に置いた。約 1 ヶ月で珪藻が増えてくるので、遠心回収したものを 4 ˚C に保存した。 
 
【結果】 
 Table.1 で示した海砂・泥からマクロストマムと思われる動物が、三浦半島片谷-1 と能都町波並
で確認できた。便宜的に前者を Miura-2、後者を Noto-4 と呼び、同地点での調査を継続した。 
 
１） Miura-2について  
 2008 年 5 月 10 日の採集では、約 500 mL の泥から Miura-2 は 30 匹確認できた。生殖巣は卵巣
が確認できたが、精巣はわからず性的には未成熟であると判断した。2008 年 7 月 19 日の採集で
は、約 2000 mL の泥から Miura-2 が 39 匹確認できた。2008 年 5 月 10 日に採集した個体と比べて、
明らかに大きく精巣も確認できた。採集翌日には、シャーレ底に産みつけられた卵が確認できた。
この卵は M. lignano のものと類似していた（Egger et al., 2007）。産卵後約 1 週間でふ化したが、3
日後には溶けて死んでしまった。成体も同様で、水温や塩濃度などの条件が生息地と極端に違い
がないにも関わらず、1 週間も維持できなかった。2008 年 7 月 19 日の採集個体は、性的に成熟
しておりマクロストマムの種判定となる copulatory stylets（ペニス）も確認できた。共同研究者の
Dr. Schärer L.（スイス・バーゼル大）に判定してもらったところ、Miura-2 は地中海や北海で確認
されている M. pusillum に類似しているが（Faubel, 1977）、形態的に違いが多くみられるとのこと
だった。 
 
２） Noto-4について  
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 2008 年 5 月 27 日の採集では、約 1000 mL の海砂から Noto-4 は 71 匹確認できた。Noto-4 は
Macrostomum 属と同じくマクロストマム科に属する Bradburia 属の新種であると Dr. Schärer L.に
より判定された。Bradburia 属はこれまでに B. australiensis と B. miraculicis の 2 種が報告されてい
るのみである（Faubel et al., 1994）。 
 その後、2008 年 7 月 29 日の採集では、約 2000 mL の海砂から 52 匹の Noto-4 が確認できた。
しかし、2009 年 1 月 20 日（約 8000 mL の海砂）、2009 年 2 月 17 日（約 4000 mL の海砂）、2009
年 3 月 25 日（約 3000 mL の海砂）、そして、2009 年 6 月 15 日（約 2000 mL の海砂）の調査では、
全く Noto-4 が確認できなかった。2009 年 7 月末に採取した約 2000 mL の海砂に Noto-4 が 4 匹確
認できた。 






 本研究では本邦初となる海水棲マクロストマム 2 種を発見した。Miura-2 は Macrostomum sp.、
Noto-4 は Bradburia sp.であると判定された。飼育法は確立できなかった。 
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